
氏名 柳田　征司

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『日本語日本文
学の新たな視
座』

共

② 『日本語の語源
を学ぶ人のため
に』

共 世界思想社

おうふう2006年6月

2006年12月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

○日本学術振興会科学研究費(基盤研究(C))(平成17年度から平成19年度までの３年間)に採択
され、1100千円の交付を受けて、研究課題「抄物目録の完成」に従事した。
○科学研究費(基盤研究(B))「五山禅宗寺院に伝わる典籍の総合的な調査研究―建仁寺両足院
所蔵本を中心に―」(研究代表者、独立行政法人国立博物館京都国立博物館赤尾栄慶、平成16
年度から平成19年度までの４年間)の研究分担者として調査・研究に従事した。
○日本語学会の理事として学会の運営に努めた。
○全国大学国語国文学会の評議員を勤めている。
○日本語語源研究会の機関誌『語源研究』45号の編集責任者を勤めた。
○高山寺典籍文書調査団の団員として、調査・研究に従事した。

○奈良大学大学院文学研究科の院生３名を司馬遼太郎記念館に同道し、研究への意欲を促し
た。

○財団法人石川記念文化事業財団お茶の水図書館の依頼を受け、同館所蔵の抄物の調査・研
究を行い、同館職員を対象に講演を行った。○新村出記念財団の評議員として財団の運営に
参加し、新村賞の審査も行った。○阪本龍門文庫理事として文庫の運営に参加した。

学生相談室運営委員・紀要編集委員

最終学歴

（著書）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

国語学会(理事)・全国大学国語国文学会(評議員)・訓点語学会・近代語学会
・日本語語源研究会(編集委員長)

日本語の歴史

1966年３月広島大学大学院文学研究科(国文学研究科)博士課程単位取得満期退学

文学修士

日本語学

「国語史研究のこれまでとこれ
から」(476～484頁)を執筆し、
この半世紀の研究を総括し、今
後の研究の進むべき方向を示し
た。

「古代日本人の語源意識」(274
～284)を執筆し、語源研究前史
を『古事記』『日本書紀』『風
土記』等を対象に把捉した。



① 二音節を単位の
基本とする韻律
について

単

② 複合によって生
じた母音連続に
おける転成・脱
落―『万葉集』
巻５・15・17～
20の大和の歌の
場合―

単

① 記念フォーラ
ム：音声研究の
輝かしい展開を
求めて―歴史的
研究からの提言
―

単

② 語源研究の過去
と将来―テキス
ト『日本語の語
源を学ぶ人のた
めに』出版に因
んで―

共

① 新村先生と抄物 単

② 「漢書抄」
「孟子抄」
「蒙求抄」
「古文真宝抄」
「錦繍段抄」
「毛詩抄・清原
宣賢」
「無門関抄」
「中世の音韻」
「濁音」
「拗音」
「長音」

単

③ 〔翻刻〕東京大
学文学部国語研
究室蔵『蒙求
抄』(一)

共

日本音声学会80周年
記念大会

日本語語源研究会25
周年記念大会記念シ
ンポジウム　司会

2006年9月30日

2006年12月10日

『日本語学研究事
典』明治書院

『奈良大学大学院研
究年報』12

2006年5月

2007年1月

2007年3月

『財団法人新村出記
念財団設立25周年記
念文集　泰山木』

2006年12月

2007年3月

『近代語研究』13集
武蔵野書院

『語源研究』45

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

『万葉集』の仮名書きの多い巻
を対象として、母音連続に転成
や脱落がどのくらいの頻度で起
きているのかを見、上代の日本
語においてなぜ母音連続に転成
や脱落が起きていたのかについ
て論じた。

日本語の韻文が「ふる・いけ・
や　かわ・づが・とび・こむ
みづ・の・おと」のように２音
節を単位から成り立っており、
４拍子のリズムであるとする説
が通説となろうとしているのに
対して、その誤りであること
を、『万葉集』の韻律から説き
起こして、論じた。

天下の孤本である東京大学文学
部国語研究室蔵『蒙求抄』の巻
首６丁を大学院生、青木美奈
子・熊捕ゆかさ・山田恭子と共
編で翻刻した。

大阪市立大学図書館所蔵の新村
出博士旧蔵の抄物を紹介した。

事典の11項目を分担し、執筆し
た。新しい解釈を多く提出し
た。


